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令和６年度定期監査の結果について（報告） 

 

 地方自治法第１９９条第４項の規定に基づき、及び加須市監査基準に準拠し、定期

監査を執行したので、同条第９項の規定により、その結果を別添のとおり報告します。 
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令和６年度定期監査結果報告書 

 

第１ 加須市監査基準に準拠している旨 

監査委員は、加須市監査基準（令和２年加須市監査委員告示第４号）に準拠して監

査を行った。 

 

第２ 監査の種類 

地方自治法第１９９条第４項の規定に基づく定期監査 

 

第３ 監査の対象 

令和５年度に実施した各事業のうち、監査委員が指定した事業（対象部課は次のと

おり） 

部    課 

 秘書課 

総 合 政 策 部 ＤＸ推進課、市民協働推進課、政策調整課、財政課 

健康スポーツ部 スポーツ振興課 

福 祉 部     高齢介護課 

生 涯 学 習 部 生涯学習課 

 

第４ 監査の着眼点（評価項目） 

・事業が計画的、効率的に実施されているか。 

・予算の執行状況は適切か。 

・事業の課題を分析、評価して改善に繋げているか。 

 

第５ 監査の期間 

令和６年１２月１２日から令和７年３月１９日まで 

 

第６ 監査の実施内容 

監査委員が選定した８課の事業について、事前に事業の概要のわかる資料として、

事業管理シート(令和６年度)、行政報告書(令和５年度決算)、その他事業内容に係る
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文書等の提出を求めるとともに、関係職員からの説明を聴取しながら、当該事業に関

する取り組み状況等について監査を実施した。 

 

第７ 監査の結果 

各事業の取り組みにおける、財務関係事務が関係法令等に準拠して執行されている

か、事業の実施状況、予算執行状況及び内容等について関係書類等をもとに確認を行

った。 

その結果、予算の執行状況や事業等については概ね適正かつ効率的に執行されてい

ることを確認した。 

  今回試査を行ったペーパーレス化への取組については、ペーパーレス会議やオン

ライン会議の促進、資料等のデータ化により紙の印刷枚数が前年度から１０％削減

されていた。「紙を使わない」ことは、ＤＸ推進の第一歩であり、そのためには、紙

前提の仕事の仕方を変えることが必要であり、引続きペーパーレス化の取組を全庁

的に推進されたい。 

なお、ＤＸの推進は多くのメリットがある反面、導入コスト等の課題もあることか

ら、今後の業務効率化、市民サービスの向上が図られるように取組を着実に進めて欲

しい。 

また、公共施設再整備に係る一部の施設ついても試査を行ったが、本市の公共施設

の中には、老朽化対策や施設更新等が課題となっているものもある。今後、安定的な

財政運営が求められる中で、長期的には人口の減少、少子超高齢社会による人口構成

の変化が見込まれ、利用需要の変化が想定されることから、公共施設等全体の状況を

把握し、将来の施設や機能のあり方について具体的な検討を早急に進めていただきた

い。 
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 別 紙 

関係課への意見について 

 

【ペーパーレス化に向けての取組状況】 

〇秘書課 

【取組状況】 

・令和５年度の部長会議はペーパーレスで実施されていた。引き続き紙資料の印刷に係

る作業時間等の縮減、事務負担の軽減を図ってください。 

 

○ＤＸ推進課 

【取組状況】 

・ペーパーレス会議やオンライン会議の促進、複合機のスキャン機能による資料等のデ 

ータ化、会議室の庁内ＬＡＮを整備し、会議室でのペーパーレス会議が実施できるよ 

うに環境整備を実施した結果、紙の印刷等枚数を前年度から１０％削減することがで 

きた。ＤＸの推進は、導入コスト等の課題もあると思われますが、業務の効率化、市 

民サービスの向上が図られるように全庁的な推進を進めてください。 

 

〇市民協働推進課  

【取組状況】 

・令和６年度の自治会連合会の総会、まちづくり市民会議等の事務で、紙の印刷等枚数 

 を前年度より削減できていた。引続き紙の使用枚数を削減し、紙資料の印刷に係る作 

業時間等の縮減、事務負担の軽減を図ってください。 

 

〇高齢介護課 

【取組状況】 

・介護等認定申請は、年々増加し業務量が増加している。また認定までに要する日数も 

 長期化し、審査では１人１０枚程度の資料を使用するため、資料作成にも時間がかか 

 るとのことであった。介護保険を利用したい被保険者に対し適切・迅速なサービス利 

用に繋げられるよう先進事例を参考に、要介護等認定業務における認定調査において、 

デジタル化を図り被保険者へのサービス向上を図ってください。 
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〇政策調整課 

【公共施設再整備の取組状況】 

・現段階で方向性等を明確に示せていない施設が殆どである。利用状況が低い施設や、

維持管理費がかかる施設もあるため、将来の施設や機能のあり方について、全庁的な

検討を早急に進めてください。 

 

〇財政課 

【公共施設等再整備基金事業】 

・老朽化した施設が多いため、今後、高額な維持管理費が発生することが予測されるこ

とから、将来的な大規模改修、統廃合に柔軟に対応できるよう計画的な基金積立をお

願いします。 

 

公共施設等再整備基金残高の推移                  （単位：円） 

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
取り崩し額 619,152,184 609,937,374 469,731,509 474,626,771 387,800,877
積み立て額 167,022,530 701,288,556 1,600,000,000 2,150,000,000 859,997,000
利子 2,232,559 261,303 160,525 69,057 67,956
年度末残高 1,771,474,291 1,863,086,776 2,993,515,792 4,668,958,078 5,141,222,157  

 

〇生涯学習課 

【公共施設の管理運営費等について】 

・文化・学習センター等、老朽化した施設が多いため、今後、高額な維持管理費が発生

することが予測される。このため将来的な需要等を見据えて、統廃合も視野に入れた

大規模改修等を速やかに進めてください。 

 

・文化・学習センター 

（年間利用者数・施設管理費） 

年間利用者数（人）
加須文化・学習センター 114,721
騎西文化・学習センター 21,021
北川辺文化・学習センター 23,442
大利根文化・学習センター 18,883  
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〇スポーツ振興課 

【公共施設の管理運営費等について】 

・体育館等、老朽化した施設が多いため、今後、高額な維持管理費が発生することが予

測される。このため将来的な需要等を見据えて、統廃合も視野に入れた大規模改修等

を速やかに進めてください。 

 

・体育館 

（年間利用者数・施設管理費） 

  年間利用者数（人） 

加須市民体育館 70,026 

騎西総合体育館 69,680 

北川辺体育館 20,807 

大利根文化体育館 43,344 

南篠崎体育館 34,110 
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